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アニメーションを使用しているためスライドショーでご覧ください。
各スライドの解説はノート表示で見ることができます。
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ここがポイント！
「和牛子牛のすくすく育成 ②」

ー 人工哺育編 ー



この資料を作成した目的

多くの育成マニュアルが公開されているなか、日頃の育成管理
への生かし方がよく分からないと思っている方は少なくないと
思います。
私は平成13年に岐阜県畜産研究所の繁殖牛担当になって以

来、長年子牛育成の勉強を続け、（一社）岐阜県農畜産公社
飛騨牧場において実際に牛を飼育したり、農家指導を行ってき
ましたが、その間にマニュアルに書かれている内容の重要性が
科学的にも明らかになってきました。

この資料ではその理由や具体的な指導例を、私の経験を基に
紹介していますので、内容を正しく理解していただくことによ
り、それらのマニュアルが皆さんにとって本当に役立つものに
なることと確信しています。
「子牛育成」に魔法の餌やサプリメント、秘伝、奥義、裏技と
いったブラックボックスのようなものはありません。
大切なのは「理にかなった小さなことの積み重ね」です。
【尚、各スライドの解説はノート表示によりご覧ください】
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健全な子牛を育てるには

• 子牛は清潔で乾いた状態に保つ （十分な敷料）

• ほ乳瓶、乳首等は清潔に保ち、衛生的に管理

• ペンの敷料交換は頻繁に実施、ｱﾝﾓﾆｱの発生防止

• 子牛の栄養状態と快適な環境を常に考える

• 常に新鮮できれいな水を供給

• ペンは換気に注意し最良の環境で管理
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 早くミルクを飲み終わるよう、乳首の穴を大きくしている。

 ミルクを飲む時、咳き込むことがある。また酷い時には誤嚥性肺炎と

診断されたこともある。

 たくさんミルクを飲ませると発育が良くなると聞いたが、規定の濃度

では哺乳びんに入りきらないので、濃度を濃くしている。

 強化哺乳をしている。

１回分のミルクの量が多く手持ちの哺乳びんに入りきらないので、

２本に分けてやっているが、手間がかかり面倒。

 哺乳びんの洗浄・消毒が大事と分かっているが、哺乳びんの口が狭い

ので中をきれいに洗えない。

乳首付きバケツで哺乳する場合、洗浄はいちいち乳首を外さなければ

ならず手間がかかる。

 ミルク給与後しばらく、子牛があちこち舐め回し衛生上問題有り。

◎ 人工哺乳でありがちなこと
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代用乳を使った牛の人工哺育の歴史

• 代用乳は生乳を出荷するために開発された。

• 代用乳の研究開発は第２次世界大戦後に始まる。

• 初めての製品化は１９５１年（日本では昭和４０年代から）

• 当時は、不明なことが多く原料の選択や品質に問題あった。

• 消化性に問題有り、給与方法も未確立

• 粥状で給与され、多量に給与すると消化不良性下痢発生。

• 生体を維持するための最低量しか給与できず。

• 発育のための栄養源はスターター（人工乳）

• 現在代用乳の品質は改善したが、この方法は

標準体系として現在も続いている。 5

コーネル大学マイク・ヴァンアンバーグ博士：2007 酪農セミナーより



1.初期の代用乳は品質が悪く、１ポンド(約0.5㎏)以上
給与すると下痢を起こした。

2.代用乳に添付されたカップの容量が、半ポンドでこ
れ１杯を２㍑のほ乳瓶で給与し、１回分とされた。

3.代用乳は全乳より安価であることが前提。

多すぎると、全乳より高価になった。

４.代用乳開発前は習慣として全乳を２㍑給与していた。

現行の哺育プログラムが一定量しか

代用乳を給与しない理由

５.代用乳の給与量を制限した方が早く離乳でき、将来
の生産性に影響を及ぼさずに２ヶ月齢までの育成費
を低減できた。 6

コーネル大学マイク・ヴァンアンバーグ博士：2007 酪農セミナーより



代用乳給与時の注意点

• 給与量を守る（粉乳の量及び溶解倍率）

ただし、気温１０ 以下では粉乳量の増量が必要。

（乳糖は３９％以下）

（浸透圧は５００ｍＯｓｍ／ｋｇ以下）

• 哺乳時の温度は一定

溶解するときの湯の温度：４５～５０

哺乳時に４０ 前後（低すぎる 消化不良の原因）

• 人、時間

決まった人が決まった時間に給与

水の給与は３０分おいてから（第二胃溝反射）

• スターターの給与（発育のための栄養源）

生後３日目からスターターに馴らす
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初乳給与はタイミングが全て！Timing is everything!

病原体より先に初乳抗体を摂取させることが重要
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• Dr. Jim Quigley

• Diamond V Mills

初乳抗体
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病原体

病原体
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全酪連 酪農セミナー 2019より
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免疫抗体を示す



自然哺育（生後3～7日で親子分離する場合を含む）
初乳抗体より先に病原体が体内に入る可能性が高い。

乳頭表面は病原体
に汚染されている

親任せでは病原
体が先に子牛の
体内に入る

子牛が親の乳首をくわ
える前に抗体を給与し
なければならない

自力哺乳開始前に
乾燥初乳や超免疫鶏卵末
（鶏卵黄抗体）の給与

初乳摂取の順序
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初乳を自力哺乳しない場合のカテーテル
使用の可否と 注意点

•分娩後３時間経っても自力哺乳

しない場合、カテーテルを使用
して強制投与してもよい（１度に
２ﾘｯﾄﾙまで）

• 子牛を確実に立たせる（誤嚥防止）

（背中を上にして座らせる）

• カテーテルの消毒

（強い塩素剤と石けん水で徹底的に）

• カテーテルの先端部分の確認

（食道を傷つけない） 11

ゲルフ大学マイク・スチール教授

：2019 酪農セミナーより



簡易自作カテーテル

５０ｍｌポンプ

カテーテルチップ型

ゴム製燃料ホース
外径１２㎜、内径６㎜、長さ３５０㎜

バーナーで焼くなどして
先端を丸める

市販ストマックチューブ

子牛の口から挿入し、注射器外筒を吸って空
気が戻ってこなければ先端が確実に食道に入
っている。
その後ジョッキに入れた初乳を流しいれる。
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平尾一平 原図



分娩後の処置

子牛が生まれたら

①羊水を吐かせる

②へその緒を消毒 （ヨードチンキのどぶ付け）

③子牛の体を擦って乾かす（リッキング）

（母牛が舐める、敷料やタオルで擦るなどをリッキングと言い、これに
より末梢の血流が良くなり、活力が出て体温も保持され、初乳抗体の
吸収効率も上がる。）

④初乳の給与

リッキングにより初乳抗体
の吸収効率アップ
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肺炎 %下痢 %死亡率%頭 数処 置

5.230.5 7.1269消毒あり

18.9 22.0 18.0 132消毒無し

子牛の死亡率および下痢や肺炎の発生
に対するへそ消毒の有無の影響

出典：ウィスコンシン大学で実施された子牛生存試験

消毒：ヨードチンキのドブ漬けによる臍帯消毒

分娩日は２回

（ヨードチンキはヨウ素をアルコールに溶かしたもの
で脱水効果があり展着性があるが、ポビドンヨー
ドは水溶性で、流れやすい。） 14



第二胃溝反射（食道溝反射）の不思議

全酪連 齋藤 昭 原図

第二胃溝反射は２０分持続する

反射の発生要因：① 栄養物と認識（味覚・視覚）

② 時間（定時の給与）

水や人工乳は第一胃へ、母乳や、代用乳は直接第四胃へ行く
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適切な第二胃溝反射吸乳をする
と子牛は尻尾を振ります。



６週齢第二胃溝
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ペンシルベニア州立大学HPより



子牛の第４胃内で凝固した初乳

２ヶ月齢までは第四胃が主役



寒冷期の分娩時には子牛が低体温症になる可能性が
あるため、このような温風式乾燥保温箱があると衰
弱を防止することができる。
また、ケイ酸Ｃａ資材を振りかけると羊水が拭き取
りやすくなる。

温風式乾燥保温箱

スノコヒーター
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カナダ ゲルフ大学 マイク・スティール博士
全酪連酪農セミナー 2019.2.18

人工哺乳器具の正しい洗浄消毒方法
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(アルカリ洗剤)
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子牛に過剰なスターターを

給与した時 下痢を発症する理由

• スターター中のデンプンのルーメン内での消化
が間に合わず、未消化のまま腸に入ってくる。

• デンプンは腸で再び発酵し、腸内pHが下がる。

• 過剰な酸により腸粘膜が損傷し、下利便や粘液
が混ざった便をする。

• 腸内のpH低下により大腸菌が死滅する時毒素を
放出するため、腸内に水分を沢山分泌しそれを
排出しようとする。→ 下 痢

2022 酪農学園大学獣医学群獣医学類
准教授 福森理加
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注 意 点最低給与量

自ら食べにくる工夫数粒から３日齢～

１００ｇ増量後、４日間 同量を維持２００ｇ３０日齢

同 上３００ｇ４０日齢

同 上５００ｇ５０日齢

１００ｇ増量後、３日間 同量を維持７００ｇ６０日齢

同 上１０００ｇ７０日齢

１週間暫減離乳、スターター増量離乳開始７５日齢

スターター２．５～３．０㎏摂取
（代用乳４㍑は濃厚飼料約１㎏に相当）

離乳完了時
（９０日齢）

スターター給与マニュアル

自発的に食べる工夫と新鮮な水をそばに置くことが重要

注：粗飼料の給与はごく少量

浅い容器で近くに新鮮な水

26
2007 平尾一平



自然哺育でも人工哺育でも応用可能な
スターター馴致方法（H 牧場）

• 周りが良く見える浅い容器（安心感を与える）

• 新鮮な水を近くに

• 一つまみの柔らかい乾草

• 甘いオリゴ糖をトップドレス（人工哺育は不可）

• 親に食べられない工夫

左30日齢、右8日齢
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出荷日齢と体重の推移
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哺　育　育　成　指　導　前　後　の　腸　炎　発　生　状　況 （９０日齢未満、家畜共済対応）

1 ● ● ● ● ● ● ●

2 ● ● ●

3 ●

4 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5 ● ●

6 ● ● ●

7 ●

8 ●

9 ●

10 ●

11 ●

12 ●

13 ●

14 ●

15 ●

16 ●

日齢

指
導
前

（
1
5

ヶ
月
間

）

指
導
後

(

1
2

ヶ
月
間

)

10 20 70 8030 40 50 60

人工哺育指導前後の腸炎発生状況（９０日齢未満、家畜共済対応）人工哺育指導前後の腸炎発生状況（９０日齢以下、家畜共済対応）

指導前

指導後
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診療回数は大幅に減少

発症の繰り返し

１度の治療で終息

S ファーム



その他の留意点

33

1. 気温による哺乳量の違い

2. ちびちび哺乳とは

3. 誤嚥性肺炎を防ぐには

4. 腸を育てる



気温による哺乳量の違い（維持量）

維持要求を満たすために要求される代用乳乾物給与量 Kg/日

気 温 ℃

-20-15-1001020
体重
㎏

0.54 0.50 0.45 0.41 0.36 0.27 27
0.68 0.64 0.59 0.50 0.41 0.36 36
0.82 0.77 0.73 0.59 0.50 0.45 45
0.91 0.86 0.77 0.68 0.59 0.50 55

（全酪連 カーフトップＥＸによる強化哺育の場合）

寒冷期は体温維持のために代用乳の増量が必要
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維持要求と日増体重５００ｇを満たすために

要求される代用乳の乾物給与量 Kg/日

気 温 ℃

-20-15-501020
体重
㎏

0.82 0.77 0.73 0.68 0.59 0.54 27

1.05 0.91 0.82 0.77 0.68 0.59 36

1.15 1.05 0.95 0.86 0.77 0.68 45

1.20 1.15 1.05 1.00 0.86 0.77 55

気温２０℃を基準とし、１０℃下がる毎に代用乳を１０％増やす。

気温０℃なら２０％、－１０℃なら３０％代用乳（粉の量）増量。

日増体重を増やすためには代用乳のさらなる増量が必要

（全酪連 カーフトップＥＸによる強化哺育の場合）
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「ちびちび哺乳」について

ちびちび哺乳とは

代用乳をちびちび時間をかけて飲ませること

① ゆっくり飲むと、消化酵素の分泌が間に合い、消化、

吸収の機構を十分に働かせることができる。

② ミルクの誤嚥を防ぎ子牛時期の呼吸器病のリスクを

減らすことができる。

③ 食道溝反射が十分に働くことで、ミルクが第一胃に

漏れ出て異常発酵を起こさないようにできる。

④ 少ないミルクで大きな効果があるともいわれる。

メリット

デメリット
① 哺乳終了までに時間がかかる。

② 子牛の頭数が多いと、哺乳びん・バケツがたくさん必要。

③ 哺乳びん・バケツの保管スペースの確保

子牛のため

人の都合
36

2020 ｲﾑ･ｱｲ･ｶｰﾌｻｰﾋﾞｽ 今井哲朗



哺乳速度と増体の関係
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バケツ 6mmストロー 2mmストロー 3.6ml/秒
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体重１㎏増加に必要なミルクの量（L）

浦上 清

1969年

１回３L 哺乳なら時間にして１４分

ただし、現在この分野の研究はほとんどされていない
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◎ 子牛の唾液に含まれる消化酵素等の有効活用

ＰＧＥ（プレガストリックエステラーゼ） ： 脂肪分解酵素

抗菌作用を持つ酵素・蛋白 ： リゾチ－ム

ラクトフェリン

ディフェンシン

パロチン ： 骨の成長を促す

リパーゼ ： 脂肪の消化

◎ 誤 嚥 防 止
ゆっくり飲むことで気管に入りにくくなる。

（ 乳首の高さも大きく関与 ）

382020 ｲﾑ･ｱｲ･ｶｰﾌｻｰﾋﾞｽ 今井哲朗
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•マミーズ・マンマプラス

乳首にカバーをかぶせ奥深
くまで入ることを防止 40



誤嚥を防ぐ乳首の高さ

60ｃｍ

60ｃｍ

ほぼ目の高さ

ほぼ目の高さ
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乳首の位
置を下げ
て誤嚥を
防止する



左前葉前部

左前葉後部

左後葉

右前葉前部

右前葉後部

中 葉

右後葉

副

葉

気 管 牛の肺（模式図）

誤嚥性肺炎を起こす
とこの部位で雑音が

聴取される

誤嚥性肺炎を起こす部位
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牛が肺炎にかかりやすい理由

• ガス交換容積が小さい（体が大きい割に肺が小さい）

肺の容積の大部分を呼吸に使う必要性がある

病原微生物や塵埃などが深部まで侵入しやすい

牛/馬馬牛

250%49,403124,950酸素消費量（ml/min）

30%42,00012,400肺 容 積 （ml）

• ガス交換能が高く、呼吸気道が狭い

喉頭や気管を通空気の流れが速く、細気管支が分泌液などで詰まりやすい

蓮沼原図

牛
の
肺
の
特
殊
性

NOSAI山形 加藤敏英 原図

肺炎を起こし換気機能が損なわれるとその後の発育、生産性が大きく損なわれる
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腸を育てる

腸の上皮細胞は多様であり今後は腸を育てる意識が重要になる
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ゲルフ大学マイク・スチール教授：2019 酪農セミナーより



移行乳には多くの発育因子が含まれ腸絨毛の発育を促している
ことから、分娩翌日からいきなり代用乳を与えると腸絨毛にダ
メージを与える
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ゲルフ大学マイク・スチール教授：2019  酪農セミナーより



全脂粉乳混合飼料乾燥初乳
初乳に含まれる免疫グロ
ブリンや乳脂肪、各種栄
養成分はそのまま

２日齢以降
：代用乳＋７０ｇ/回
（４～５日間）給与
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全脂粉乳混合飼料。
(成長因子・ＩＧＦⅠ･Ⅱ等を含

むため代用乳に加えることで移
行乳的効果が期待できる）
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人工哺育のポイント

1）分娩後6時間以内に初乳（乾燥初乳）を飲ませる。

2）哺乳器具の正しい洗浄消毒。
専用アルカリ洗剤を使用して哺乳瓶内側についた乳タンパクを溶かす。

最低週1回は専用酸性洗剤を使用して哺乳瓶内側のcaを溶かす。

3）スターターの積極的給与。

4）誤嚥性肺炎の防止。

5）換気および保温対策。
敷料交換の頻度を高め、アンモニア濃度を下げて風邪・肺炎防止。
また寒冷期は隙間風対策やジャケットを着せるなど保温対策を施す。



参考となるホームページ

乳用子牛の哺育管理の基本とこれからの展望について
（哺乳期の食餌性下痢の原因等）

https://rp.rakuno.ac.jp/archives/feature/4444.html

NOSAI岡山 臨床獣医師基礎研修 （元気な子牛の生産に向けて）

http://okayama.lin.gr.jp/tosyo/r03wagukyogikaikensyu.pdf

連絡先
岐阜県畜産協会 飛騨地域指導相談員
平尾一平
〒506-0055
高山市上岡本町7-468
飛騨農林事務所内（内線２４４）
TEL: 0577-33-1111
FAX: 0577-36-1246

E-mail: hirao@gifuchikusan.jp 48
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この資料公開にあたり、ご指導・ご助言をいただきました

日本畜産技術士会会長 木村信煕先生

畜産技術士 中丸輝彦先生

日本全薬工業株式会社 後藤篤志先生に深謝いたします。
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